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明代杭州における旅の諸相
一．はじめに
一．一
　
都市と西湖
︱
城壁の内と外
浙江省の省都・杭州は京杭運河の終着点に位置し、銭塘江を挟んで寧波へと至る浙東運河と連絡する交通の要衝として繁
栄してきた。また城郭のすぐ西側には美しい景観で有名な西湖という湖があり、湖の周りには霊隠寺や天竺寺をはじめとした著名な寺廟が点在していた。杭州を訪れた文人墨客は数多く、その中には日本や朝鮮王朝からの来訪者も含まれる。
白居易（白楽天）や蘇軾（蘇東坡）に代表されるような文学者たちは杭州や西湖についての大量の詩や文を書き残し、時
には絵にも描かれた。他にも杭州を訪れた旅の記録を綴った紀行文も書かれた。文言文で書かれた作品群以外にも、 『白蛇伝』など杭州を舞台とした物語 伝えられ民間に広く流行 、それらは戯曲や白話小説として成立していった。
文人たちと西湖との関わりを見る際には、当然西湖の風景や周りの古刹についての情景 そこでの名士たちの逸事につい
て書かれた詩や文に注目が集まることとなる。
たとえば西湖についての散文作品として、明末の著名な文学者袁宏道は杭州・西湖の旅を綴った紀行文（ 『西湖記述』 ）を
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残している。その中でもよく知られている西湖の春の月夜の美しさを称えた「晩に六橋に遊び月を待つ記」 （晩遊六橋待月記）を引用す 訳は本田済、都留春雄『近世散文集』 「西湖
　
二」に拠った
（（
（
。
　
西湖の最もすばらしいのは、春であり、月夜である。一日のうちですばらしいのは、朝がすみのときであり、夜の山
もやのかかるときである。 （中略）断橋から蘇堤に至るまでのあいだ、付近一帯すべて、緑のもや、紅の霧が、一面にみなぎり渡ること二十里 まり。歌の声、楽の音は、風のごとくたゆたい 脂粉の香りただよう人いきれは、雨のごとく煙る。きらびや なる人盛りは、堤のほとりの草よりも多い。 ことにあでやかなかぎ である。しかしながら、杭州の人々が湖で楽しむのは、午、未、申の三つの時刻に限られて 。本当は、湖面が山 翠に染ま えも言えぬすばらしさ、山の気のさまざまに見せる色とりどり 妙は すべて朝日の上 き 、夕日の沈むとき、はじめてその濃厚ななまめかしさ 頂点に達す であ 。　
月下の景色は、とても言いあらわせない。花のたたずまい 柳の風情 山の姿、水の具合、また別個にひとつ 味わ
いがある。その楽しみは、山 坊さん 遊覧客が楽しめるように残し与え れているのであって 俗物どもに話せるものではない。西湖最盛、為春為月。一日之盛。為朝烟、為夕嵐。 （中略）由断橋至蘇堤一帯、緑煙紅霧、弥漫二十餘里。歌吹為風、粉汗為雨、羅紈之盛、多於堤畔 草，豔冶極矣。然杭人遊湖、止午 未、申三時、其実湖光染翠之工、山嵐設色之妙、皆在朝日始出 夕舂未下 始極其濃媚。月景尤不可言、花態柳情 山容水意 別是 種趣味。此楽留与山僧遊客受用、安可為俗士道哉。
袁宏道は春の西湖が美しい時間帯として早朝と夕方そして月夜を挙げ、西湖の本当の美しい姿を湖のすぐ隣にある杭州城
内に住む人は知ることができず、却って自身のような旅人や、城外にある寺の僧侶こそが分かっているのだと誇っている。
当時は杭州のような大都市はいずれも城壁によって四周を囲まれ おり、夜から朝方にかけては城門が閉じられているた
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め、普段城内の住民は夜間城外に行き来できなかった。そのため刻々と景観の変わる早朝や夕暮れあるいは月夜と西湖の組み合わせを見ることができないと言うのである。 お、同様に月の美しい夜に城門が閉じられることを気にして、早々に城内に帰ってしまい本当 西湖の楽しみをしらない人々に対する優位を誇る作品として張岱「西湖の七月十五夜」 （ 『陶庵夢憶』巻七）が挙げられ 。袁宏道 この小品文（短い散文作品）の主旨は西湖の特に美しいある一瞬を切り取ることにあり、ここではそれ以外の要素は省略されている。当然そ ことがこの作品 文学性を高めている。
しかしながら常に城外の寺で生活している僧達はともかくとして、外地から杭州の街を訪れた旅行者であれば日が暮れれ
ば結局は城内に帰って宿を取らねばならないのではないだろうか。それとも或る特別 日は城外で一夜を過ごし普段は城内の旅館に宿泊したのだろうか。或いは杭州を訪 たといっても常に城壁の外に滞在し続ける だろうか。非日常の旅 様子を記した紀行文のなか あ も移動や食事、宿泊といったものは日々繰り返される日常に属し、どちら と言えば省略される傾向にある。細か 旅 手順といったもの 後世に残され 詩文の主題にはあまりならなかったし、従来それ程注目されてこなかった。今述べた宿泊地点につ て 疑問など 明らかにするに 、紀行文や日記 どで旅の様相を比較的詳細に記載し い 作品を検討していく とが有効であると考える。
そこで本論では時代の遊記や日記などから実際 杭州を訪れた人々の行動を通して、旅の諸相の一つのとして、宿泊の問
題を中心に考察を進めていき い そ 中でもとくに杭州城外 寺院の持つ宿泊機能 ついて注目した。取り扱う時代は明代を中心とするが、必要に応じて宋元清の資料も引用した。一．二
　
明代杭州城内に関する資料
杭州城内に関する記録は南宋時代のものに集中している。都の開封を金朝によって奪われた宋朝が事実上の首都、臨安を
杭州に置いたため杭州は大変な発展を遂げた。南宋が元 よって滅ぼされた後、臨安の繁栄 懐かしんで記録した呉自牧
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『夢粱録』 、周密『武林旧事』 、耐得翁『都城紀勝』 、 『西湖老人繁勝録』などの作品が残されている。
ただそれ以降は清末の『武林坊巷志』に至るまでは都市そのものを扱った総合的な記述はほとんど残されておらず、明代
の都市の様子を体系的に知ることが難しい。明代の嘉靖年間に田汝成によって西湖に関する総合的地志『西湖遊覧志』が作られて以降、西湖に関する著作が続々と刊行されていくのとは対照的であ
る（２
（。 『夢粱録』等の作品が南宋時代の杭州の様相
を知るための貴重な資料であ ことは言うまでもないが、こ 時代についての記録が相対的 豊富な分、明代清代など後の時代の杭州城内についての記事であっても同時代の情報ではな 、南宋臨安についての記事からの引用が中心となる場合が多い
 。
清末に至ると丁丙によって『武林坊巷志』八十巻が編纂され、杭州城内についての資料が網羅的に集められた。南宋のみ
ならず元明から清末に至るまでの記述も多い。詩詞や散文、方志のほか文言小説などからも記事が引用されており
　
歴代の
都市の様子を探る上で欠くことが きない。また、丁丙は杭州に関する資料をまとめた叢書『武林掌故叢編』も編纂していて、宋代か 清代に けて 地方志、寺観志や詩集、遊記などが収集されて る。丁丙は銭塘（杭州） 人で蔵書家として知られており、出版事情にとどまらず清末杭州の復興と発展に寄与した。太平天国の乱によって杭州にあった文瀾閣の四庫全書が散佚した際には兄の丁申 とも 再収集して復原した。
本論では明代に杭州を訪れたり、暮らした人々が書き残した紀行文（以下「遊記」と称する）や日記を中心に、当時の杭
州の姿や杭州での旅の様相を探って行きたい。資料 しては主に以下の諸作品を引用した。 『武林掌故叢編』 所収の明代遊記。主に杭州での生活を記録 日記馮夢禎の『快雪堂日記』 、杭州の北 位置する都市嘉興に住み、杭州へ頻繁に訪れた李日華の『味水軒日記』 。明末の著名 大旅行家徐霞客によ 遊記 うち、浙江省への旅を記 『浙遊日記』など。ま 、杭州城内については『武林坊巷志』などを参照した。なお、 『武林掌故叢編』所収の明代遊記については拙論「明代の杭州の日記体遊記
（３
（」 において考察した。
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杭州交通図
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二．
　
杭州への来訪者の宿泊地点
二．一
　
杭州への経路
はじめに中国の内外から杭州へと至る経路を確認すると、ルートは大きく分けて三つあ
る（４
（。 「南船北馬」という言葉があ
るように、江南の諸都市は運河や河川などの水運によって結ばれており、いずれのルートも船での移動が基本となる。第一に北京から杭州までを結ぶ大運河を通って北方から杭州まで至る経路。華北地域のほか、鎮江、蘇州、嘉興など運河沿いに位置する江南の諸都市や南京をはじめとする長江流域など多くの地域と繋がるルートとなる。首都北京や江南の大都市を結ぶこの経路が最も多くの人 物資が行き来するため、遊記 の記録にも残りやすい。
またこの北方からの経路から運河を旅する人々が杭州で下船して杭州城や西湖へと向かう地点（すなわち旅人が杭州へ到
着したと認識する場所）は主 四箇所ある。まず杭州城の北およそ四キロの所 ある北新関で 徴税 どの業務を行なう水運用の関所である。
次が杭州城の北東近くにある
徳とく
勝しょう
壩は
と北西近くにある松木場との二箇所で、多くの旅人はここで船を下りて上陸する。
徳勝壩は大運河と杭州城内 水 との水位を調整する一種の水門の役割を担った。壩は堤防のような建造物で「
垻
」とも書
く。船は の上を越えて両水路 間を行き来するが、乗客はここから歩いて城内に向かうことができた。
松木場は杭州と大運河を結ぶ船が停泊す 船だまりである。清・翟灝『湖山便覧』には「一に棕木場に作る。およそ呉郡
（蘇州）の男子や女子で、春に霊隠寺や天竺寺に参詣するものは、ここに停泊する。 （一作棕木場、凡呉郡士女、春時進詣霊竺、 泊船于此） 」 （巻四北山路「松木場」 ）とある。明代には「進香
（６
（」と呼ばれる巡礼の旅が庶民の間にまで広く流行しており、
西湖の西にある霊隠寺や天竺寺は進香の主要な目的地 なっていた。杭州においては進香の旅は春 始まり夏にかけて盛んだった。旅人はここから徒歩で城内に入ったり直接西湖へ向かうなどした。西湖やそ 周辺 寺観 主な目的地としている
（５
（
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遊記などから見る限りでは、多くの旅人は松木場と徳勝壩で上下船しており北京から続く大運河の実質上の終着点となっていた。
そして次が杭州城内の発着点回回墳や断河頭である。交通経路などを紹
介する旅の指南書である「路程
書（８
（」には回回墳が城内運河の停泊地点とし
て記されている。ただ、遊記や日記を見る限りでは旅人はわざわざ城内まで船に乗ったまま移動することは少ないようだ。城内の水路 混雑が考えられ、手前の松木場などで船 降りることが多かったのであろう。
第二のルートは東方から杭州へ至るもので、寧波から紹興をへて浙東運
河を通り西興鎮から銭塘江を渡って杭州城の南に到着する。寧波は外国交易の拠点であり、日本からの外交使節が北京へ 向かう際にはこのルートを通ることとなる（ 『策彦入明記』 、 『笑雲入明記』 ） 。また、李氏朝鮮の済州島から浙江省の沿岸、桃渚鎮付近に漂着した崔溥（ 『漂海録』 ）もートを通り杭州から北京を経て朝鮮半島へと帰還し いる。
　
第三に富春などをへて銭塘江を下って杭州へ至る経路。浙江省西南部や
江西省など内陸と杭州を結ぶルートとなる。現存する最も古い日記体 遊記作品である唐・李
翱
の『来南録』は洛陽から嶺南まで赴いた際の記録で、
杭州から富春江を遡って嶺南を目指している。
運河を行く船が壩を越える様子
（７）
（民国初期）
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二．二
　
杭州城内の宿泊地点
杭州を訪れた人々がどこへ、どのような施設に滞在したのかを杭州城内と城外とに分けて見ていきたい。各地から杭州に
到着した旅行者が城内に入り宿を探して宿泊するのは、我々からすると自然なことと思えるが、明代の遊記に拠る限りではそのようなケースは必ずしも多くない。また『武林坊巷志』に拠っても、明代、城内の旅館に宿泊したという 録はあま見られない。（一）
　
王穉登『客越志略』
　
嘉靖四十五年（一五六六）
遊記作品の中で城内の旅館に宿泊する事例はあまり多くないが、 王穉登は城内の旅館に宿泊している。 『客越志略
（９
（』は『客
越志』の杭州関連部分のみを節略したもの。 『客越志』は嘉靖四十五年（一五六六）五月十二日から六月十五日までの記録。そのうち杭州滞在は五月十七日から五月二十四日、および六月十一日、十二日と記述の中心を占め 。杭州を主な目的地とする明代の遊記 中で 早期の作品となる。
作者は王穉登（一五三五〜一六一二） 、字は伯穀、玉遮山人などと号した。長洲（今の江蘇省蘇州）の人。無官ながら詩
文をよくした山人として当時非常に有名だった。
（五月）十七日、晴れとなって青空が見え、気持ちも晴れやかである。北新関を通過してから徳勝壩に停泊し、召使い達が城内に入り宿を取ることが出来た。 （中略）旅館は八字橋にあり、家屋が大変に狭かった。呉山の道観に移りたかったが、霜台（秦観察のことか？）が隣に居ると聞いたので、できなかった。十七日、新晴見青天、人意欣暢、入関泊徳勝壩、僮輩入城僦得邸舎。 （中略）邸屋在八字橋、人家甚湫、欲遷入呉山上道士観、聞霜台為隣、遂不果。 （後略）
北新関を通って徳勝壩から上陸するとそのまま杭州城内に入り、八字橋 いう場所にある旅館に宿泊した、ただ家屋が狭く
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環境はあまりよくなかったため呉山の道観に移りたいと考えたが、不都合があったようだ。呉山は城内南方にある景勝地で寺観や祠廟が立ち並んでいる。無官とは言え著名な山人である王穉登にとっては城内の旅館はあまり相応しい環境ではなかったのではなかろうか。（二）
　
郭
『客杭日記』
　
元・至大元年（一三〇八）
他に来訪者が城内の旅館に宿泊した例として、元代の日記であるが『客杭日
記
（（1
（
』 を挙げる。 『客杭日記』は至大元年（一
三〇八） 、九月一日から十一月四日までの記録。作者の郭
畀
は字を天錫といい、号は雲山。丹徒（今の江蘇省鎮江）の人。
書画にすぐれていた。 『雲山日記』の中 ら清の厲鶚がおおよそ二ヶ月間にわ る杭州への旅と杭州滞在中の箇所を抄録し、『客杭日記』として編纂した。
（九月）二十二日、四更（午前二時頃） 、杭州に到る。城外の霜月は天に満ち寒気が身にしみる。北関門の接待寺で鐘が鳴るのを待ち、舟を換えて杭州城に入る。明け方潘伯起が私を送ってくれて、施水坊橋の梳頭の沈待詔の楼閣で休んだ。金壇の尹子源が同じ所に滞在しているのに出会った。至大元年戊申九月廿三日、杭州に滞在す 。晴れ （中略）宿泊先はとても清潔で生活するのに便利だ。杭州城 建物はおおく軒を接していて一種独特の雰囲気がある。廿二日、四更、到杭州。城外霜月満天寒気逼人、候北関門接待寺鐘動、換舟入城。拂明潘伯起送予、歇于施水坊橋梳頭沈待詔之楼 遇金壇尹子源同寓。
 
至大元年戊申九月廿三日客 晴（中略）寓楼頗潔、便于坐臥、大抵杭城楼居相連自有一種風韻耳。
 
郭天錫は城内中心部に位置する施水坊の「沈待詔の楼」 一か月以上にわたり滞在した。 「寓楼頗る潔し」とあり環境は
申し分のないものだったようで、知人の尹子源もここに滞在していた。郭天錫は官に働きかけ良い役職を得ることを期待し
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て杭州を訪れており、杭州到着の当日からはやくも城内の役所を訪れ、それ以降も頻繁に官吏と接触している。城内に宿泊したことは彼の目的と合致した当然 行動といえる。
結局所期の目的は達成されず郭天錫は十一月三日に杭州を離れるが、その際には宿の主の沈六郎に贈り物を買っている。
 
（十一月）初三日、早朝
　
張徳輝と別れる。沈六郎のために贈り物を買う。 （中略）初四日、晴れ。杭州を離れる。
（十一月）初三日早
　
別張徳輝
　
同沈六郎買人事。 （中略）
 初四日晴
　
離杭州。
 
（三）
　
厳嵩『北上志』
　
正徳十一年（一五一六）
続いて城内の知人の家に泊まった例として『北上
志
（（
（
』を挙げる。 『北上志』は正徳十一年（一五一六） 、三月二十五日か
ら七月十四日までの記録。故郷を出発し都の北京までの旅が記されており、杭州滞在は五月二日から七日まで。作者は厳嵩、字は惟中、江西省分宜県の人 弘治十八年（一五〇五）の進士。累進し 内閣大学士となり、嘉靖帝の寵をたのんで専権を極めたが、晩年には弾劾されて失脚し、家財を没収された。 『明史』巻三百八に列伝がある。
（五月）初二日。銭塘江を渡り浙江駅で休息した。舟には家財を積んだまま水関を通過した。私は陸行して鳳山門から入城し、城中の市民金廷秀の家に滞在した。 （中略）杭守の梁君材、運使の呉君大有らが皆来訪した。始めて黄魚を食べた。（五月）初二日。渡銭塘江息浙江駅。舟載家具入水関、予陸行入鳳山門、至城中館于市民金廷秀家。 （中略）杭守梁君材、運使呉君大有皆来訪 始食黄魚。
厳嵩は銭塘江を上流方面から下って杭州城の南に上陸し、南にある城門、鳳山門から入城した。官設の宿場で銭塘江沿い
の水門近くにある浙江駅を利用したほか 城内で 旅館ではなく知人の に宿泊した。厳嵩は旅の行く先々で官僚や名 らの歓待を受けており、杭州では金廷秀という人物の家に滞在し、そこに杭州の名士が訪れるこ となっ 。
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以上、明代の遊記を見る限りでは、城内での滞在、とくに城内の旅館に滞在する事例は少ない。杭州へやって来た旅人が
城内に滞在するのは、公務や商売、科挙試験（郷試）への参
加
（（1
（
のためなど「城内」にこそ用事がある場合が多いようである。
そのため遊記作品には記録されにくいのだろうか。なお、比較的身分の低い人々を描く小説作品では、城内の旅館に宿泊する描写も見ることができ
る
（（1
（
。また、 『武林坊巷志』からも明代、城内の旅館に宿泊する事例はほとんど挙げられなかったが、
今後改めて詳しく調査していきたい。次 城外に滞在先を求める事例について検討していく。二．三
　
杭州城外の宿泊地点
杭州に関する遊記や日記などを中心に城外での宿泊の事例について検討する。遊記作者である士人層の主な宿泊先が杭州
城内ではなく、城外特に昭慶寺をはじめとした西湖周辺の寺院にあること 明らかにする。（一）
　
高攀龍『武林遊記』
　
万暦十八年（一五九〇）
『武林遊
記
（（1
（
』は万暦八年（一五八〇）八月一日から八月二十六日までの記録。杭州滞在は十一日から十九日まで。作者は
高攀龍（一五六二〜一六二六） 。字は存之、又は雲従、号は景逸。無錫（今の江蘇省無錫）の人。万暦十七年の進士。
（八月）十一日、杭州に到着した。食事が終わると雨を冒して昭慶寺まで向かって行った。恵谷と号する僧に出会った。私の故郷の人物で、大変に聡明であった。 （中略）日が暮れようとした頃、雨がやや止んだので、すぐに履き物を履いて西湖に出かけ、ゆっくりと蘇堤を歩いた。（十六日）朝、この日もまた雨。私は「何日も（杭州の）旅を続けることはできないと思うが、呉山の景勝はどのようなものだろうか」と言った。皆で雨の中出かけて杭州城内に入ったところ、雨は意外にもだんだん で晴れてきた。（中略）呉山を訪れた 中略 清波門を出て万松嶺に着いた。 （中略）昭慶寺に着くと大雨があとからや て来た。
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晨復雨。余曰「度不能久旅、呉山之勝可奈何」 。皆冒雨行入杭城、雨逎漸霽。 （中略）已過呉山（中略）出清波門至万松嶺（中略）抵寺大雨踵至。（八月）十一、抵杭。飯畢冒雨至昭慶寺止焉。得一僧号恵谷者、吾邑人也。頗慧。 （中略）日将晡、雨小止、急索屐至湖浜。徐歩蘇堤。
高攀龍は出発地の蘇州から大運河を通って杭州に至るとまっすぐ西湖の北岸にある昭慶寺へと向かい、杭州滞在中はこの
寺に宿泊した。その後も基本的には西湖を中心とした城外を周遊し、城内に入ったのは明確な目的のあった十六日と十九日の二日間のみだった。十六日は天気 恵まれなかったが、日程 無駄にしないよう雨を冒して城内の景勝地呉山に向かった。杭州を離れる直前の十九日には書店めぐりのために城内に入った。
（十九日）私は本屋を探し求め、小舟に乗って湖にうかび、涌金門へとやってきた。城内を（北へ）通って歩いて帰った。　余欲
書肆中以葉舟泛湖至涌金門。貫城歩帰。
昭慶寺に近い銭塘門ではなく、西湖を船で移動してやや南の涌金門から 城したのは、この辺り 書店が多く集まっていたためと考えられる。明・胡応麟 『少室山房筆叢
（（1
（
』に次のようにある。
およそ武林（杭州）の書店は多くは鎮海楼外、涌金門内、弼教坊、清河坊にあり、いずれも交通の要衝である。 （中略）仏教についての書籍は多く昭慶寺で売られている。書店の主はみな僧侶である。 （巻四「経籍会通」 ）凡武林書肆、多在鎮海楼之外、及涌金門之内、及弼教坊、及清河坊、皆四達衢也。 （中略）梵書多鬻於昭慶寺 書賈皆僧也。
高攀龍の宿泊先である昭慶寺でも仏教に関する書籍が寺の僧によって売られ いたという。また、十六日に訪れた呉山も書店の集まる場所であ
り
（（1
（
、日記には記されていないがここでも書店をのぞいた可能性はあるだろう。杭州は歴代出版文化の中
心地の一つであり、書籍の購入は杭州を訪れた士人にとって関心事の一つであったと考えられる。
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（二）
　
馮夢禎『快雪堂日記』
　
万暦十八年（一五九〇）～万暦二十四年（一五六九）
　
馮夢禎（一五四八
〜
一六〇六） 。字は開之、号は真実居士。萬暦五年の進士。秀水（今の浙江省嘉興）の人。著作に『快
雪堂集』六十四巻などがある（巻四十七から巻六十二までが日記部分） 。 『快雪堂日
記
（（1
（
』は馮夢禎が官を辞した後、杭州に
住まいをうつして悠々自適の日々をおくった頃の記録である。基本的に万暦十五年（一五八七）から万暦三十三年（一六〇五）までの十九年間にわたって書き綴られている。三年分の日記が欠けているほか、 によって分量に違いがある。自序によると毎夜つけていた日記から三割ほど残して編集し直したも であるという。
馮夢禎は故郷の嘉興に邸宅を残すほか、杭州においては城内のほぼ中心に当た
る運河沿いの繁華な地区に邸宅を構えている。普段はこの邸宅に起居してい ため西湖周辺で人と会うような場合でも、城門が閉まる前に城内に帰らなければならない。
五月初十日、晴れのち風。胡郡公（知府の胡士鼇か）と湖中で飲む。楊公亮と廬思仁がつきそった。まず湖心亭に行きそれから龍王堂に行った。風が強く舟で戻るのはとても難儀した。胡郡公とは蘇堤で別れ、楊、廬の二人もまたついで別れた。舟で銭塘門に行き、 （そこから）歩いて帰った。 （巻四
　
万
暦十八年）五月初 、晴、風。飲胡郡公於湖中、楊公亮 廬思仁陪。先至湖心亭 後至龍王堂、以風大回舟頗艱、郡公自堤上別去、楊、廬随亦別。舟至銭塘門、歩帰。
一方で残された日記に拠る限り、杭州にいる時も自宅に帰らず城外に宿泊するこ
馮夢禎の邸宅があったかつての馮山子巷付近（筆者撮影）
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とも少なくなかった。
（二月）十三日、曇り。 （中略）夜は昭慶寺の僧舎で休んだ。帰ってきて、家の者が言うには「城内は雹が降りました」とのことだった。十里（約五キロ）しか離れていないのに気候がこんなにも違うのだろうか。 （巻三
　
万暦十七年）
（二月）十三日、陰。 （中略）晩憩昭慶僧舎。既帰、家人云「城中有雹」 、十里間気候不斉如此。（四月）二十六日、晴れ 夜、屠緯真と昭慶寺の僧舎で会う。 （巻十三
　
万暦三十年）
（四月）二十六日、晴。 （中略）晩、晤屠緯真於昭慶僧舎。
　
昭慶寺は杭州城の北西、西湖の北岸にあり、城内にある自分の邸宅からさほど離れていない。しかしながら城門は夜になると閉ざされてしまうため馮夢禎は知人らと長時間一緒 い 場合や西湖の月夜を楽しもうと考えるような時には、旅に出るわけでなくとも城外に宿泊することがある。西湖に最も近いところに住む杭州の人々も城壁が障害となることによって美しさや楽しみを常に享受することはできなかった
冒頭で引用した袁宏道の言う「山僧や遊客の楽しみ」を楽しむには、自身も城壁を越えて一時的に遊客となる必要があっ
たのである。馮夢禎の西湖への思いは一時の遊客とな だけでは飽き足らず「西湖 景色や蘇堤六橋まで望むこ ができるかも知れない。 （或可望湖色及長堤六橋矣） 」 （巻七
　
万暦二十三年七月二十九日）ことを期待して邸宅内に三階建ての楼閣
を建築している。この楼閣から が見えたのか はっきりしないが、後には西湖の北にある島、孤山に土地を購入して別荘を造営するようになり、その中 建物の一つを快雪堂
（（1
（
と名づけた。
（三）
　
王弘誨（王紹伝） 『西泠遊記』
　
万暦二十年（一五九二）
　
『西泠遊
記
（（1
（
』は万暦二十年（一五九二）十月十二日（？）から十一月四日までの記録。作者は王弘誨
 （一五四二
〜
一六一
五） 。字は紹伝、号は忠銘。瓊州定安県（今 海南省定安）の人。嘉靖四十四年（一五六五）の進士。
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徳勝壩から上陸して駕籠に乗った。 （中略）十里で銭塘門に着き、右に曲がって西に行くこと百歩に至らないうちにもう昭慶寺である。 （中略）お茶を飲み終えると舟を呼び、西湖を横断した。土地の者が言うには、 「毎年春になると船頭は高い船賃を取って、お金を儲けようとする。今は深秋なので景気が悪く 旅行者は明け方の星のように少ない」とのことだった。自徳勝壩登輿（中略）十里至銭塘門、右折而西不百歩即昭慶律寺。 （中略）住持某僧、亦端雅不失規縄。問之霊文密蔵、海潮瀾翻、足称曇宗白眉。啜茗罷呼艇子 截湖 渡。土人云、 「毎春時檝師索高価、有至干銭 。今則深秋惨憺、游人落落如曙星」 。
遊記は嘉興を発つところから始まる。十九日（乙巳）に徳勝壩に上陸すると杭州城の西北にある城門銭塘門に至る。城内
には入らずそのまま宿泊先の昭慶寺に向かい、その日のうちに西湖遊覧をはじめる。その後は西湖南岸の浄慈寺に宿泊先をうつし、そこを拠点に観光を続けている。
また、土地の者が「今則深秋惨憺、游人落落如曙星」と言うように、王弘誨がおとずれた十月、十一月はちょうど閑散期
に当たっていた。杭州は年間平均して観光客が訪れるわけではなく、春に巡礼（進香）の旅人が各地からやって来る頃から数ヶ月が繁忙期となる。張岱『陶庵夢憶』の「西湖香市」には次のようにある。訳は松枝茂夫『陶庵夢憶
（11
（
』に拠った。
　
西湖の香市は花朝（二月十二日）に始まり、端午（五月五日）に終わる。山東から普陀山に進香するものが毎日やっ
てくるし、嘉興や湖州から天竺に進香する者が毎日やってくる。くれば西湖の人々とともに市を立てる。それで「香市」というのである。 （中略）どこにもここにも市を立てな ところはないが、特に昭慶寺 集中し い 。昭慶寺の二つの廊下には、だから一日として市の立たぬ日はなく、 （中略）何百何千何万の男も女も、老いも若きも 毎日寺の前後左右に押すな押すなで詰めかけること、およそ四ヶ月、それでやっ 終わるのである。おそらく長江以東には絶対こんな処はあるまい。
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西湖香市，起於花朝，盡於端午。山東進香普陀者日至，嘉湖進香天竺者日至，至則與湖之人市焉，故曰香市。 （中略）無不市，而独湊集 昭慶寺，昭慶両廊故無日不市者。 （中略）数百十万男男女女老老少少，日簇擁於寺之前後左右者，凡四閲月方罷。恐大江以東，断無此二地矣。
（四）
　
李日華『味水軒日記』
　
万暦三十七年（一六〇九）～万暦四十四年（一六一六）
李日華（一五六五
〜
一六三五） 。字は君実、号は竹懶。嘉興府秀州（今の浙江省嘉興）の人。萬暦二十年の進士。 『味水軒
日記』は官僚としての役所勤めを辞め、故郷の嘉興に帰った後の骨董収集の記録など優雅な生活を記したもの。李日華は住まいのある嘉興から様々な場 を旅しているが、 『味水軒日
記
（1
（
』の中で杭州へは十五回を訪れており、蘇州など他の地域へ
の旅行の回数を大きく上回っている。
（三月）二十七日（中略）五日前に昭慶寺雲山房の老僧が私に送ってくれた火前新芽のお茶一瓶を今日試しに飲んでみた。色・香り・味ともに絶品であった。 （巻一
　
万暦三十七年）
（三月）二十七日（中略）前五日、昭慶雲山老僧寄余火前新芽一瓶、至是開試、色香味俱絶。（四月）二十八日。雲が晴れてきて、雨になったり晴れたりした。今夏は水量が多 、山の谷川も氾濫し、 （運河にかかる）石橋でやや低い場合は舟が進むことができない。そのため小舟に乗り換えて松毛場（松木場のこと）まで来る。 （中略）夜に（昭慶寺の）雲山僧房に到着する。 （巻一
　
万暦三十七年）
（四月）二十八日、陰雲開斂、忽雨忽 。今夏水多 山渓氾濫、石橋稍低者舫不能進、因別覔小艇、運至松毛場（中略）晩至雲山僧房。
李日華の杭州での宿泊先は、十五回のうち昭慶寺十一回、浄慈寺二回、松木場一回となっている。昭慶寺は西湖の北岸、杭州城の西北、松木場 南という交通至便な立地にあった寺院で多くの文人墨客が滞在した。特に李日華がしばしば宿泊した
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雲山僧房の僧とは嘉興の自宅にまでお茶を送られるなど古くから交流があったようである。浄慈寺は西湖の南岸に位置する杭州を代表する寺院の一つで、旅行者が西湖の南側や六和塔など銭塘江の付近を巡る際の拠点にもなった。松木場は運河を通って北方から来た船が多く停泊する船だまりである。その時の目的地が西湖周辺ではなく杭州西北にある湿地帯 西渓地域であ たため、松木場で船上泊をした。（五）
　
陳仁錫『西湖月観紀』
　
万暦四十一年（一六一三）
『西湖月観
紀
（11
（
』は万暦四十一年（一六一三）八月四日から八月二十一日までの記録。作者は陳仁錫（一五八一
〜
一六三六） 。
字は明卿、号は芝台。長洲（今の江蘇省蘇州） 人。天啓二年に殿試を第三位（探花）に選ばれて進士となった。 『明史』巻二百八十八に列伝がある。
癸丑秋、八月（四日） 。夕暮れになってから棕毛場（松木場のこと）で舟を降り、歩いて石函橋まで行くと突然西湖の風景が広がった。 （初四月紀）初四月紀
　
癸丑秋、八月。暮維舟棕毛場、歩石函俄見湖光。
　
（五日）望湖亭に着くと、古人（宋・秦觀）の文章（ 『遊龍井記』 ）を朗誦した。 「西湖は深静空濶として、光景を納めて煙霏を涵れ、漫衍として追らず、紆徐以て文と成し、陰晴の中に、各の奇態有り」 。酒が空になったのですぐに昭慶寺沿いの湖岸まで行って酒を買った。 （初五月紀）到望湖亭、誦前人語。 「西湖深静空濶、納光景而涵煙霏、漫衍而不追、紆徐以成文、陰晴之中、各有奇態。 」酒空急抵昭慶岸沽酒。
　
陳仁錫は八月四日に杭州に到着して棕毛場（松木場）に到着すると、そのまま南に歩いて西湖北岸に向かい船に乗って遊
覧を始めている。遊記中には宿泊先をどこにしたかという事は明記されていないが、常に昭慶寺を移動の起点としておりこ
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の寺を旅の拠点としていたと考えられる。また、 『西湖月観紀』という題名の通り、西湖の月を見ることに強い思いがあったようで、遊覧は深夜に至るこ が多かった そのような際には舟の上で眠ることもできた。
（十九日）夜に（湖中の）小蓬莱島をおとずれ、お酒をたくさん飲んで楽しくなる。舟に横たわり簾を押し開けて断橋に浮かぶ残月を拾う。 （十九月紀）夜訪小蓬莱飲極酣、臥舫推簾拾断橋残月。
西湖散策は夜中ばかりか時として明け方まで続くこともあ 。陳仁錫は城外 宿泊先を選ぶことで時間に融通 利く遊覧を行うことができたのだった。（六）
　
浦
『遊明聖湖日記』
　
天啓三年（一六二三）
『遊明聖湖日
記
（11
（
』は天啓三年（一六二三）九月十一日から十月二十三日までの日記。作者は浦
祊。字は君倞。疁水（今の
上海市嘉定）の人。
（九月）十七日。西湖に至る。湖は城外にある。いわゆる明聖湖である。また金牛ともいう。むかし金の牛が湖の中から湧き出でたためである。片石居に宿を借りる。外出して散歩し断橋まで来た。石の欄干に座って四方を見渡し、いくらか西湖と山々の本来の姿を識ることができたので、もうすでに楽 くてたまらない。しかたなく宿泊先に帰ると、寓所の軒（部屋）には「一碧萬頃」の文字が架けてあった 軒の外には池があり、池の外は西湖である。欄干に寄りかかって遠望すると、前方に横 わっているのは雷峰 ある。湖中に孤立しているのは湖心亭である。屹然として向かい合っているのは南高峰と北高峰である。楼閣が入り組み錦の屏風のようなのは呉山で る。 （城壁の女
墙
が）歯のように
整然と並んでいるのがはっ りと見え は、杭州城である。微かな風 よっ 湖面の波が揺らぎ、明暗を繰り返 ながらも徐々に霞の先に夕日が沈んでいくと、遊覧客もだんだんと少なく ってくる。童子 酒や料理を並べ と、酒宴
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でのゲームを楽しんだ。月が東の林に昇る頃、酔ったので眠りについた。（九月）十七日。抵西湖。湖在城外、所謂明聖湖也。又名金牛。昔有金牛湧現湖中。仮館於片石居。即出閒歩、上断橋、坐石闌四望、略識湖山真面、其楽已不可支。強還寓、寓中軒榜曰、 「一碧萬頃」 。軒外有池、池外即湖。憑闌遠眺、頹然其前者、雷峰也。
孓
然当湖之中者、湖心亭也。屹然対峙者、南北峰也。楼閣参差、望之如錦屏者、呉山也。歴歴如雁歯
者、郡城也。湖光滉漾、乍晦乍明、波皺微風、霞橫夕照、遊人漸稀。童子陳設酒饌、呼廬浮白。月上東林，既醉而臥。
　
浦
祊
は九月十二日に蘇州の胥江を出発し、十六日に北新関に到る。十七日に西湖に到着し遊覧を始める。部屋の外観や酒
食の提供など宿泊した片石居の様子が詳細に記録されている。片石居については張岱『西湖夢尋』に次のようにあり、西湖北岸に立ち並ぶ別荘の一つであったようだ。訳は佐野公治訳『西湖夢尋
（11
（
』 （東洋文庫）
 に拠った。
昭慶寺から湖沿いに西に行くと餐香閣がある。いまの名は片石居である。奥まった奥閣と調った邸宅はすべてが風流人の別荘である。その湖 臨む一帯は酒楼茶館が湖に面して軒を並べていて、身も心も開き洗われるばかりでなく、世界そのものが明るくさわやか 感じられる。 （中 ）さらに進めば、桃花港、その上が石函橋（後略） （巻三
　
西湖中路
片石居）繇昭慶縁湖而西，為餐香閣，今名片石居。
閟
閣精廬，皆韻人別墅。其臨湖一帯，則酒楼茶館，軒爽面湖，非惟心胸開滌，
亦覚日月清朗。 （中略）再去則桃花港、其上為石函橋。
浦
祊
は北岸の寓所から西湖一帯を眺望しているため、南岸の雷峰は前方に、南高峰北高峰は右手に、呉山と城壁の女
墙
は左
手に見えている。こうした西湖の景観は現在も基本的に変化がないが注目したいの 「歴歴として雁歯の如きなる者は、郡城なり」という杭州城の姿である。城内から城外の様子が直接見られないのと同様に、城内にある呉山を除いて城外からも壁に隔てられた城内の様子を伺うことはできなかった。
また、浦祊は同じ寓所に滞在していた妓女、呉二嬢と出会い交流をしている。
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（九月） （二十九日） 。 （中略）寓所の奥に呉二嬢という人がいて、青楼（妓楼）中の人物である。かつて毘陵（常州）に住んでおり、容色にも芸能にも非常に優れていた。（九月）二十九日。 （中略）寓後有呉二嬢者、青楼中人也。向居毘陵、色芸絶倫。
（七）
　
徐弘祖『浙遊日記』
　
崇禎九年（一六三六）
　
『浙遊日
記
（11
（
』は崇禎九年（一六三六）九月十九日から十月十六日までの日記。作者は徐弘祖（一五八六
〜
一六四一） 、字は
振之、号は霞客。江陰（今の江蘇省江陰市）の人。号を以て徐霞客という名で知られている。華北、江南、四川など中国各地を旅した大旅行家として知られる。 『浙遊日記』は『徐霞客遊記』全体の一部分となる。
二十八日。南に行くこと二十五里。唐棲に到着した。風向きは大変 順調である 五十里にして北新関に入る。また七里、椶木場（松木場のこと）についたのは昼過ぎ頃だった。 （中略）晩に昭慶をおとずれてから、ふたたび舟に戻って泊まった。二十九日。 （中略）この日また舟に泊まっ三十日。 （中略）私は静聞と西湖を渡って涌金門から入城し、銅の炊飯倶や飲料水を購入した。晩に朝天門から昭慶寺まで歩き、入浴して泊まった。二十八日。南行二十五 至唐棲、風甚利。五十里、入北新関。又七里、抵椶木場、甫過午。 （中略）晩過昭慶、復宿於舟。二十九日 （中略）是日復宿於舟三十日。 （中略）余同静聞渡湖入湧金門、市銅炊、竹筒諸行具。晩従朝天門趨昭慶 浴而宿焉。
二十八日に北新関から棕木場（松木場）に着くと、その日は城外の寺院などに泊まることもなく、船に戻って宿泊して
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いる。徐弘祖は買い物のためや知人と連絡を取るために城内にも出入りしており、杭州城にも用件があったが城内に宿を取ることはしなかった。昭慶寺への宿泊が三十日になってからの理由は不明だがいずれにせよ船上泊の環境は決して悪いものではないと考えられる。三十日になってから昭慶寺で入浴、宿泊し、十月二日に杭州を離れるまでは昭慶寺に滞在する。このように入浴施設が整っていることも寺院が宿泊先に選ばれ 理由の一つと思われる。
はじめに引用した袁宏道の「晩遊六橋待月記」と同様に、ここまで引用した作
品からも遊記作者たちが月夜の西湖に強い関心を持 ていた とが分か 。城門が閉まるのを心配して早めに帰ってし うような「俗士」になるのを避ける は、城外に寓所を構えなければならない。杭州城内 多く 旅館があった 考えられるが、明代の游記では杭州城内の に泊まったとい 記録はあまり見られな 。城外では寺院や別荘などが宿泊施設として利用され のだった。また主 水路によって移動をする江南 旅行者にとっ は、船上 も主要な選択肢 だったなお、袁宏道も宿泊箇所について概略を「西湖では昭慶寺に五回、法相寺と天竺寺にそれぞれ一回宿泊した。 （湖上住、昭慶五宿、法相天竺各一宿） 」 （ 『西湖記述』 「湖上雑
叙
（11
（
」 ）と述べている。やはり城外の寺院を選んで宿泊していたのだっ
た。
昭慶寺図（『昭慶寺志』より）現在少年宮となっている旧昭慶寺（筆者撮影）
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二．四
　
西湖周辺の寺院の宿泊機能
︱
昭慶寺を例に
ここまで見てきたように、遊記作品に見られる旅行者の多くは杭州城外、西湖周辺の寺院などに宿泊先を求めてきた。も
ちろん寺院が宿泊場所を提供することは明代や杭州に限ったことではく、巡礼する旅人のために飲食や薬のほか休憩や宿泊の場所を提供することは古くから行われていた。円仁の『入唐求法巡礼行記』でも各地の寺院や関連する施設に宿泊して巡礼の旅を続ける様子 記されている。ほかにもたとえば元 戯曲『西廂記』でも主人公の張君瑞が またま訪れた普救寺という寺でそこに逗留していたヒロイン崔鴬鴬に一目惚れしたため、その寺の「西の廂
ひさし
」に泊まり込むことで物語が始まる。
これまでに挙げた遊紀においても杭州以外の場所では旅館 宿泊す 記述も少な ない。元高官として杭州で快適な生活
を送る馮夢禎も、 先では旅館に泊まらなければならないこともあっ 。たとえば陸路、景勝地として有名な黄山（今の安徽省黄山）を旅した際、田舎では旅館も利用し ただ、あまりの環境 悪さに朝食も食べずに立ち去ることもあった。
（正月）二十五日
　（中略）
　
夜は蘇村に宿を取った。宿は煙がはなはだ多く、豚糞が非常に臭かった。旅館の苦しみと
いうのは、もとより実につらいものだ。この日は九十里移動した。二十六日、鶏の鳴く頃、準備をして出発する。豚糞や煙の臭いがひどいため、食事をせずに、駕籠に乗って進んだ。日の明け始める頃だった。 （巻十六
　
万暦三十三年）
二十五（中略）盤宿蘇村。 （中略）宿処烟太多、猪矢太臭、逆旅之苦、自当生受耳。是日行九十里。二十六、鶏鳴盥櫛戒行 不奈猪矢、烟薫、不飯而駕行、時始明。
「逆旅の苦、自ら当に生受たるのみ」という言葉からは、旅館に泊まるという事はそもそも快適なものではないのだという気持ちが感じられる。他にも杭州滞在の際は船上泊の後寺院に宿泊した徐弘祖の場合、厳州府（今の浙江省建徳） （十月初六日）や金華府（今
の浙江省金華） （十月初八日）を訪れた時には旅館に泊まっている。杭州以外の都市での滞在や旅の途中で 船上泊や寺院
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への宿泊のほか、旅館への宿泊も選択肢の一つとなっているのである。彼らが杭州においては船上泊の他は主に寺院に宿泊しているのは、明代とりわけ明末の杭州が他地域と比べても寺院を宿泊施設として提供できる環境が整っていたためではないかと思われる。
遊記作品においては、宿泊地として昭慶寺の名前はとりわけ多く挙げられている。昭慶寺は五代十国時代、後晋の天福元
年（九三六）に呉越国王の銭元
瓘
によって創建され、当初は菩提院といった。明代には火災や倭寇の被害によってしばしば
破壊されたがその度に再建された。万暦十七年（一五八九）には宦官の孫隆によって再建され、境内に骨董品や土産物を売る屋台が建ち並ぶなど、隆盛を極め 現在は少 宮という少年少女たち ための文化施設となっている。
昭慶寺は杭州城の西北近く西湖の北岸に位置し、北からの運河の終着点からも近 、更には全国各地から多くの参拝者を
集める霊隠寺や天竺寺といった寺院の参詣ルート上にもあるという絶好の立 にあっ 。このため大官僚や文人墨客のみならず、進香（巡礼）の旅の めにやっ きた老若男女様々な身分の参拝者たち よって賑わった。こうした状況を反映してか昭慶寺に関する記録をまとめ 寺志である『大昭慶律寺
志
（11
（
』には「游集」 （巻之十）という昭慶寺を訪れた文人や僧侶に
よる詩文を集めた項目も立てられている。
また『昭慶寺志』巻九「僧伽
　
下」には昭慶寺やそこに務める僧侶たちに求められた役割に関する次のような記述もある。
今大寺院の住持は何処でもあるが、特に昭慶寺で任ぜられるのが最も激務である。思うにこの地は水陸両路の要衝にあたり、舟や車 集まる所で、大官が集まる交往や宴席に用いられ、多くの人々が次々とやって来る。住持は僧侶らを率いて万事指図して出迎えなければならない。名前は寺院だが宿場と変わらない。 （黄承乾「湛如蔭上人の昭慶住持に補せらるに贈るの序（黄承乾贈湛如蔭上人補昭慶住持序） 」 ）今叢林住持比比、而是独昭慶之任最苦且劇。蓋其地當水陸要衝、舟車所湊、
紱
冕所臨、酬酢宴會、肩摩踵接、巨鐘橫梃、
住持者率緇流萬指出迎矣、雖名梵宇不異郵置。
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我が武林（杭州）の五山ではいずれも住持を置いている。なかでも昭慶寺の場所は城と湖の交差する繁華な要衝にあるので、住持は年ごとに代わりかつ二人が並んで担当する。練達で世故に長け、才行いずれも優れた者でなければ、その職を全うすることはできない。今年辛卯、楚林と葦舟の二士は、昭慶寺の住持に任じられることとなった。 （馮夢禎「昭慶寺楚林、葦舟二上人の住持たりて入院するに送るの序（送昭慶寺楚林葦舟二上人住持入院序） 」 ）武林五山俱設住持 而昭慶処城湖之交最繁最衝、以故住持歲易且竝用二人 非練達世故才行俱優者、不能挙其職。今年辛卯、楚林葦舟二士、實任之将入院。
杭州に数多くある寺廟のなかでも杭州城の西北、西湖の北側に位置し運河にも近い昭慶寺は多くの人々の集まる場所とな
った。各地からの旅人が滞在するだけでなく、彼らを訪ねる地元の士人らも自然と集まり交際の場となった。昭慶寺の僧侶たちの側からすると、高官や進士たちの接待には間違いのないよう神経を使わなければならない。 「梵宇と名づくと雖も郵置と異らず」というように僧侶としての本来の役割のほかに、旅館業のサービスも行わなければならなかったため、僧侶をまとめる住持 職が激務であったこ が分か 。
また、杭州は明清の通俗小説の舞台によく選ばれる都市の一つであるが、昭慶寺も杭州を訪れた人々の滞在先としてしば
しば登場する。例として明末清初の頃 書かれた章回小説『玉嬌
梨
（11
（
』 （全二十回）を挙げる。 『玉嬌梨』は公子蘇友白と白紅
玉、蘆夢梨という二人の女性を中心とした恋愛物語（才子佳人小説）で時代背景は明の正統年間と っている。
白紅玉の父、白公（白玄、字は太玄）は観光と娘たちの婿選びを兼ねて故郷 南京から七八日かけて「東南の名勝であり、
文人の集うところ（西湖乃東南名勝，文人所聚） 」である杭州、西湖へと旅する。そこで昭慶寺の僧閒雲に今杭州では、松江（今の上海市松江）から来た趙千里と周聖王の二人が若手の名士として有名だと聞かされる。そこで白公は身分を隠し二人の滞在先である昭慶寺を訪れることにする。
次の日（白公は）葛巾をかぶり簡素な服を着て山人のような格好をして、名刺には金陵 南京 皇甫（偽名）とだけ
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書き、一人の童子をつれて二人を訪問した。昭慶寺の寺門について尋ねようとすると、すぐにある人が「あなた方は趙周のお二方を訪ねに来たのでしょう、東廊に行きなされ」と言った。白公が東廊へと進んでいくと、早くもある僧房の門に多くの召使いが名刺を持ったり贈物 運んだりと行ったり来たりしてとても賑やかなのが見えた。白公はここだと思って、門 前まで来て、 に名刺を手渡させた。 （第十六回）到次日，葛巾野服，打扮做山人行徑，寫了両個名帖，只說是金陵皇甫，才帶了一個小童，來拜訪二人。到了寺前，才要問，就有人說： 「你們料想是來拜趙、周二相公的了，往東廊去 」白公進得東廊，早望見一僧房門口許多的青衣僕從，或拿帖子 或持禮物，走出走入，甚是熱鬧。白公料道是了，走到門前就叫小童將名帖遞將過去。
昭慶寺には数多くの僧房があり、趙千里と周聖王の滞在していた昭慶寺の東廊のとある僧房も他と区別するためにも当然何らかの名前が付けられていたに違い。しかしながら白公が訪れた時にはわざわざ名前を出す必要 ないほど多くの人が、著名な名士である二人と誼を通じようと集まっていた。昭慶寺はこのような名士の住むのに相応しい宿泊先 して設定されていると言えるだろう。
また清代の小説であるが呉敬梓の『儒林外
史
（11
（
』 （全五十六回）の中でも、寺院での宿泊交渉の様子が細かく描かれている
ので、参考として引用したい 『儒林外史』は清の乾隆年間に書かれた章回小説だが、時代設定は明代後期となっている。特定 主人公は設け いないが、主に江南 舞台とし科挙試験と関わる士人層を中心とし 様々な階層 人々の姿を生き生きと描いている。
この場面の場所は南京の郊外で、季恬逸・蕭金鉉・諸葛天申の三人が科挙参考書の編集作業をするための滞在先を探す。
三人は静かな場所を求めて郊外にある寺院をたずね歩く。
（季恬逸・蕭金鉉・諸葛天申の三人は宿所を探すため）しばらく歩いて隠居した僧侶たちの住む辺りまでやってきた。ある和尚の家の門をたたいた。小坊主が門を開けて用件をたずねたので宿泊先を探していると答えると、小坊主は彼ら
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を奥に招いた。主人の老和尚が出てきて応対した。 （中略） （和尚は）挨拶をして席をすすめ、名前と出身をたずねた。三人が宿所を探していると話すと和尚が言った「部屋はたくさん有りまして、お役目についている旦那様がたがよくお泊まりになられます。施 様どうぞご自身でご覧になって、ご自由にお選び下さい」 。三人は奥に入って 三間の部屋を見るとまた戻って和尚とともに座り、毎月の家賃を尋ねた。和尚はいったん三両一月と言うと、どれだけ交渉しても少しもまけなかった。諸葛天申が二両四分出したが和尚はう ずきもしな 。 （中略）また二里ほど歩き、あ 僧官の家の門をたたいた。僧官が出迎えニコニコ 微笑みな ら三人を広間に座らせた 三人が宿所を借りた と話すと僧官は笑って言った「構いません も、旦那様方のご自由にどこでもお好き ところに荷物を置いて下さい」 。三人が部屋代をたずね 。僧官は言 た「そんなことを気に いで下さい。旦那様方が らっしゃっ 下さるこ が得がたいことです。適当にいくら お布施頂ければ結構です。僧侶 る者が して値段交渉など致し ょうか」 。蕭金鉉は和尚の言葉が俗でないのを見て言った「 様のところでご厄介になる間、少ないです 毎月銀二両をお渡しするのはいかがでしょうか」 。僧侶はすぐ 承諾した。そのまま二人は僧官の所にとどまり、季恬逸は南京城に荷物を運びに戻った。僧官は寺男に部屋を掃除させ り、ベッドや椅子、机などの家具を並べさせた すると、お茶を入れ替えて二人の相手をした。夜になって荷物が届くと、僧官は辞去した。 （第二十八回）走了許多路，走過老退居，到一個和尚家，敲門進去。小和尚開了門，問做什麼事，説是来尋下処的，小和尚引了進去。当家的老和尚出来見， （中略）打個問訊，請諸位坐下，問了姓名、地方 三人説要尋一個寓所。和尚道： 「小房甚多，都是各位現任 爺常来做寓的。三位施主請自看，聴憑揀那一処 」三人走進裏面，看了三間房子，又出来同和尚坐着，請教毎月房銭多少。 一口價定要 両一月。講了半天 一釐也不肯讓。諸葛天申已是出二両四了， 秖是不点頭， （中略）又走了二里路，到一個僧官家敲門 迎了出来 一臉都是笑，請 位庁上坐， （中略） 位講到租寓処的話，僧官笑道： 「這個何妨，聴憑三位老爺，喜歓那裏，就請了行李来 」三人 問房銭 僧官說： 「這個何必計較？三位老爺来
明代杭州における旅の諸相
五三
住，請也請不至。隨便見恵些須香資，僧人那裏好争論？」蕭金鉉見他出語不俗，便道： 「在老師父這裏打攪，毎月送銀二金，休嫌軽意。 」僧官連忙応承了。当下両位就坐在僧官家，季恬逸進城去発行李。僧官叫道人打掃房，鋪設床鋪桌椅傢桌，又換了茶来，陪二位談。到晩，行李発了来，僧官告別進去了。
一つ目の寺では老和尚が「お役目についている旦那様がたがよくお泊まりになられます」というように、高い滞在費を払えるような宿泊客を求めており、またそのような宿泊客を多く宿泊させることのできる客室を備えていた。二つ目の寺院では季恬逸らの滞在が決まると机や椅子などの家具も用意され清浄な環境が提供されている。科挙に合格して官位 いている様な高い身分にある人物にとっ 、一般客向け 宿屋は望ましい環境になかった。南京 のこの寺院のように、杭州でも西湖の周辺に沐浴設備を含め宿泊環境を整えた寺観や祠廟が数多く存在したと考えられる。また、城内でも呉山の祠廟のような施設が宿泊場所を提供していた。
三．
　
まとめ
杭州と西湖へは千年以上前から今に至るまで内外から様々な人が訪れ多くの記録を残してきた。そのなかでも日記体遊記
は、旅行者の具体的な行動や、その その時に感じ 事柄について知ることができる。具体的な行動の一つとして、従来あまり解明されてこなかった旅人 地点について検討した。
杭州城内の旅館に宿泊した例として王穉登（ 『客越志略』 ）が挙げられる 旅館の環境はそれほど良いものでは ったよ
うだ。また厳嵩（ 『北上志』 ）のように城内にある知人の家に滞在する場合も考えられる。ただ、城内への宿泊は公務、商売、科挙試験への参加など杭州城内に用事 ある場合が主であるようだ。
一方で西湖遊覧や 外 寺院への参拝などを主な目的とする場合、城外に適切な宿泊施設 ある限りにおいては、必ずし
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も城内に宿泊する必要はない。そればかりか、夜間は自由に城内外を行き来できないなど、かえって不便な場合もあったのだろう。
そのため、杭州を訪れた士人たちは必ずしも城内に宿泊地を求めることはせず、城外の寺院や運河上の船にとどまること
が多かった。特に交通の便の良い西湖北岸の昭慶寺が選ばれ、西湖南岸では浄慈寺が選ばれた。その理由としては、目的が西湖周辺の遊覧にあり城内に留まっては夜間の出入りができないこと、杭州付近の治安の良さ、また れらの結果として城外の寺院の宿泊環境が整っていることなどが考えられる。馮夢禎（ 『快雪堂日記』 ）のように杭州城内に住んでいても、昼間だけでなく、月夜 西湖の楽しみも享受 ために城外に宿泊した 、さらに 湖畔 別荘を造営したりするような場合もあった。また通俗小説は比較的身分の低い人々を描いており、 の様子についても具体的で生々しいやりとりを見て取ることができる。 だし制作年代や時代背景について明代の状況と合致するのか注意をしなければならないだろう。
蘇州や南京など他の大都市においても杭州と同様のことが言えるのかについては、今後の検討課題としたい。
追記
　
明代の旅と旅館に関する論考に詹怡娜『明代的旅館事業』 （明史研究小組、二〇〇四
　
明史研究叢刊之十）があるが、
本論執筆時に参照することができ かった。注（１）本田済、都留春雄『近世散文集』 （朝日新聞社、一九七一
　
中国文明選）袁宏道「西湖
　
二」 。この文の題名はテキストによって異なるが、本論では「晩遊六
橋待月記」として挙げた。
（２） 『西湖遊覧志』には「城内勝蹟」として杭州城内の主要 景勝地については紹介されているが、料理店や土産物店、書店などの紹介はない。（３）植松宏之「明代の杭州の日記体遊記につい 」 （ 『二松学舎大学論集』二〇一八、六十一）（４）呉振華編著『杭州古港史』 （人民交通出版社、一九八九
　
中国水運史叢書）などを参照した。
（５） 『杭州運河遺韻』 （杭州出版社、二〇〇六）
　
七十五頁「徳勝壩」 、八十二頁「石灰壩」など参照。
（６）進香については、鈴木智夫「明清時代農民の杭州進香について」 （ 『史境』十三、一九 六） 、石川重雄「伝統中国の巡礼と天竺進香︱宋代より現代 至る杭州・
上天竺観音信仰」 （ 『巡礼の歴史と現在』岩田書院、二〇一三
　
所収）を参照。
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（７） 『杭州運河遺韻』 （杭州出版社、二〇〇六）八十四頁。（８）路程書については谷井俊仁「路程初の時代」 （ 『明末清初の社会と文化』京都大学人文科学研究所、一九九六）参照。（９） 『武林掌故叢編』第四集（国風出版社本
　
第二冊所収）
（
（0）底本は『知不足斎叢書』 （興中書局、一九六四
　
影印）を用いた。
（
（（）底本は内閣文庫所蔵の厳嵩『鈴山堂集』巻二十七「北上志」を用いた。
（
（2）たとえば後述する馮夢禎は城内に住まいがあるにも関わらず、息子の驥児の科挙試験（郷試）の準備のためにわざわざ試験会場である貢院の向かい側にある
知人の邸宅に宿泊先を求めている（ 『快雪堂日記』巻十二
　
八月初八日） 。他に城内の旅館に宿泊した事例として『武林坊巷志』 （浙江人民出版社、一九九〇）
第四冊「南良坊一
　
江東橋」に引く明・祝允明『志怪録』 「蒋君科第前兆」に郷試を受けるために旅館に滞在した蒋廷貴が、夢の中で試験問題のヒントを得た
という話などがある。
（
（3）明代に成立し 白話小説『西湖二集』巻十二「吹鳳簫女誘東牆」は、南宋を舞台とする物語で、父親の官務に従って来た主人公の青年が城内の旅館に宿泊し、
向かいの邸宅にいた少女 一目惚れする。
（
（4） 『武林掌故叢編』第十六集（国風出版社本
　
第八冊所収）
（
（5）明・胡応麟『少室山房筆叢』 （中華書局、一九五八）
　
巻四「経籍会通」
（
（6） 『武林坊巷志』 （浙江人民出版社、一九九〇）
　
第三冊「豊下坊四」参照。
（
（7）底本は 馮夢禎撰、丁小明点校『快雪堂日記』 （鳳凰出版社、二〇一〇）を用いた。また、生没年は魏
红艳「
论
晚明名士
冯
梦
祯《快雪堂日
记
》的价
值
」 （ 『浙
江学刊』二〇一四、五）による。
（
（8）別集及び日記の名称もこれ よる。雪が止んで晴れたある日、王羲之の「快雪時晴」の語句から取って快雪堂と名づけたという。 （ 『快雪堂集』巻二十八「結
盧孤山記」 ）
（
（9） 『武林掌故叢編』第二十二集（国風出版社本
　
第十一冊所収）
（
20）張岱著・松枝茂夫訳 陶庵夢憶』 （岩波書店、一九八一
　
岩波文庫）
　
巻七「西湖香市」 。原文は馬興栄点校・張岱撰『陶庵夢憶・西湖夢尋』 （中華書局、二〇
〇七
　
元明資料筆記叢刊）を用いた。
（
2（）底本は李日華著・屠友祥校注『味水軒日記』 （上海遠東出版社、二〇一
　
遠東経典・古代巻）を用いた。李日華と『味水軒日記』については、井上充幸
 「明
末の文人李日華の趣味生活︱『味水軒日記』を中心 」 （ 『東洋史研究』五九（一）二〇〇〇）を参照。
（
22） 『武林掌故叢編』第七集 国風出版社本
　
第四冊所収）
（
23） 『武林掌故叢編』第四集（国風出版社本
　
第二冊所収）
（
24）張岱著・佐野公治訳『西湖夢尋』 （平凡 、二〇一五
　
東洋文庫八六一）
　
巻三「片石居」 。原文は馬興栄点校・張岱撰『陶庵夢憶・西湖夢尋』 （中華書局、二
〇〇七
　
元明資料筆記叢刊）に拠る。
（
25）底本は徐弘祖著・褚紹唐、呉応寿整理『徐霞客遊記』 上海古籍 出版社、一九八七）
　
巻二上「浙遊日記」を用いた。また、訳注に薄井俊二「 『徐霞客遊
記』訳注稿
　
西南遊記篇（其一）︱「浙遊日記」 （前半） 」 （ 『埼玉大学紀要
　
教育学部』二〇一二、六十一（二） ）があり、適宜参照した。
（
26） 『武林掌故叢編』第二集（国風出版社本
　
第一冊所収）
（
27） 『武林掌故叢編』第四集（国風出版社本
　
第二冊所収）
（
28）底本は荑秋散人編次『玉嬌梨』 人民文学出版社、一九八三
　
中国小説資料叢書）を用いた。
（
29）底本は呉敬梓著・李漢秋輯校『儒林外史』 （上海古籍出版社、一九九九）を用いた

